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現状の課題整理と基本的な方針（目指すべき将来像をふまえて）

＜圏域全体の現状（課題）＞

ⅰ.⾧大路線や並行する
バス・鉄道のダイヤ重
複による輸送の非効率

ⅲ.デジタル化・キャッ
シュレス化非対応

ⅳ.人口減少・マイ
カー依存等に加え、
新型コロナの影響等
を受けた歯止めの効
かない利用者減

ⅶ.中心市街地の賑わ
い不足

ⅴ.高齢ドライバー増加

＜課題を踏まえた基本方針＞ ＜事業の３つの柱＞
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本計画が目
指す地域の
将来像

（１）デジタル
技術等を活用し
た公共交通体系
の抜本的見直
し・利便性向上

（3）持続可能
な公共交通サー
ビス供給体制の
構築

①データに基づく圏域全体の
交通体系見直しによる運行効
率化、MaaSや先進技術等を
活用した新たなモビリティ
サービスの導入による地域住
民・観光客の利便性向上

ⅷ.公共交通事業者の経
営基盤の弱体化、運転手
の担い手不足

②移動の目的地となる商業施
設等と連携した公共交通のメ
リット創出・訴求、待合環境
の改善等、ハード・ソフト両
面での利用促進・環境整備の
取組の推進

③公共交通事業者の経営改革
や魅力向上に資する取組に関
する支援や新たな交通運営体
制の検討・実施等を通じた、
持続可能な公共交通サービス
供給体制構築

（２）まちの活
性化とも連動し
た公共交通利用
促進
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ⅱ.JR減便(R3.10、R4.3実施)

ⅵ.安心して待合でき
る環境の不足

ⅸ.共助交通の持続性
の懸念



鳥取県東部地域公共交通計画（Ｒ４年度～） 事業イメージ

公共交通利用環境の整備により、過度にマイカーに頼らなくても、誰もがいつまでも安心して住み続けられる鳥取県東部地域の実現

本計画が目指す地域の将来像

計画の柱

計画の柱① デジタル技術等を活用した公共交通体系の抜本的見直し・利便性向上

データに基づく圏域全体の交通体系見直しによる運行効率化、MaaSや先進
技術等を活用した新たなモビリティサービスの導入による地域住民・観光客
の利便性向上を進める。

計画の柱②まちの活性化とも連動した公共交通利用促進

公共交通はそれ自体が目的となることは少なく、基本的には移動目的の派生需
要であることから、移動の目的地となる商業施設等と連携した公共交通のメ
リット創出・訴求、待合環境の改善等、ハード・ソフト両面での利用促進・環
境整備の取組を進める。

計画の柱③持続可能な公共交通サービス供給体制構築

公共交通事業者の経営状況が厳しさを増すなか、公共交通事業者の経営改革や
職業としての魅力向上に資する取組に関する支援や新たな交通運営体制の検
討・実施等を通じ、持続可能な公共交通サービス供給体制の構築を目指す。

数値指標

・住民１人当たりの民間路線バス・鉄道・タクシー利用回数（年間）※柱②と共通
・路線再編を実施した民間バス路線数
・民間路線バスへのキャッシュレス決済導入率

数値指標

・住民１人当たりの民間路線バス・鉄道・タクシー利用回数（年間）※柱①と共通
・低床バスの導入率
・UDタクシー等の導入率

数値指標

・路線バス・鉄道・タクシーの収支率
・地域交通体系維持に係る公的資金投入額

主な事業

ⅰ.データに基づく抜
本的な圏域全体のバ
ス路線再編

ⅱ.利用しやすい運賃
制度・支払い方法の
導入

ⅲ.MaaSによる地域
公共交通のサービス
向上

ⅳ.公共交通の魅力・
メリットの訴求

ⅴ.鉄道の利活用

ⅵ.快適な待合環境の確保

ⅶ.公共交通のユニ
バーサルデザイン化

ⅷ.まちづくりとの連
動

ⅸ.公共交通事業者の
経営改革・生産性向
上
ⅹ.中山間地域におけ
る交通サービス供給
体制の検討

ⅺ.輸送資源の総動員

・定期的・定量的に把握された公共交通
利用データに基づき、圏域全体の路線再
編を検討・実施

・広域幹線・地域内交通の運行見直し基
準の作成・運用

・路線バスのキャッシュレス化の推進
・新たな運賃施策の導入

・MaaSによる地域住民・観光客の利便性
向上。

・AI技術等を活用したオンデマンド交通
の利便性・効率性向上

・わかりやすい案内表示への改良

・企業や高校等と連携した通勤通学での
利用促進

・商業施設等と連携したメリット創出
(Beyond MaaS)

・高齢者向け利用促進 等
・鉄道事業者と沿線自治体が協働した鉄

道利用促進

・バス等を快適に待つことのできる環境
整備

・駅やBT・交通結節点、車両等のハード
面とソフト面双方のUD化

・各自治体の関係部署と連携した施策の
検討・実施

・セミナー等を通じた交通事業者の経営
改革・生産性向上支援、採用力の強化
による担い手確保

・新たな交通運営体制の検討
・住民ドライバーへの支援体制構築

・スクールバスや福祉輸送等も活用した
生活交通の維持・確保
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自宅

乗合交通網

主要な
目的地

 幹線軸及び中心部に集中させる
 主要な目的地を結ぶ
 循環型・高頻度化を図る

結節点機能
（大型スーパー、
大規模病院等）

 乗合交通との組み合わせ
 AI相乗り
 ダイナミックプライジング
 サブスクリプション
 目的とセットになった移動
 多角化による生産性向上
 アプリ活用で気軽に使える
+顧客データ蓄積による改善

駅

近場の
目的地

ちょい乗り
飲食店、小
規模小売店、
診療所、理
美容 等

ニュータウンなど

商店街

オンデマンド交通

⇒割安感を出す、利便性向上、
ちょいノリ需要創出

【抜本的な路線再編のコンセプト ５／６】

理想とする公共交通ネットワーク
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【抜本的な路線再編のコンセプト ６／６】

交通体系の抜本的な再編によるメリット

5

②公共交通の利便性が向上する

・中心部では乗合交通の密度が上がるとともに、オンデマンド交通のサービス革新が起こ
ることにより、自家用車が無くても生活できるレベルに利便性が向上する

・周辺部では、頻度の少ない乗合交通からドアツードア移動が可能なオンデマンド交通
に切り替わるので利便性が向上する

①地域全体の交通運営が効率的になる

・中心部の公共交通分担率（乗合＋個別輸送）が上がり、乗合、個別輸送ともに
収益率が上がる

・周辺部は、乗車率の低い乗合交通からサービス革新により効率化したオンデマンド
交通に切り替わるので運営が効率化する



①デジタル技術等を活用した公共交通体系の見直し・利便性向上

（Ⅰ）データに基づく抜本的な圏域全体のバス路線再編 １／３
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・定期的・定量的に把握された公共交通利用データ*に基づき、圏域全体のバス路線再編を検討・実施。
・実施にあたっては、「地域公共交通利便増進実施計画」を別途、作成。

若葉台

イオン
鳥取北

鳥取
空港

湖岸線
吉岡線

松上線

東郷線

神戸線

西郷線

讃岐線

佐治線

中河原線

岩美・岩井線

鳥取砂丘線

白兎海岸線

八頭若桜線

勝部線
日置線

市立病院

中央
病院日赤病院

環境大学

智頭町営バス
共助交通

若桜町営バス
わあすか・てご

八頭町営
バス

いきいき国
英

鳥取市営バス
さじ未来

くる梨

鳥取市営
バス

らっちゃん
バス

鳥取市営
バス

岩美町営
バス

OMU

大和ふれ
あいﾀｸｼｰ

江波赤波
線

事業者路線（路線バス）

共助交通（有償・無償）

市町営バス（コミュニティバス）

乗合タクシー

吉岡洞谷線

西郷線

国府線

国府

雨滝上地線

いきいき社

青
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駅 浜

村
駅

宝
木
駅

末
恒
駅

鳥
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前
駅
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駅
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駅

東
浜
駅

大
岩
駅福

部
駅

郡家駅

津ノ井駅

河原駅

国英駅

鷹狩駅

用瀬駅

因幡社駅

土師駅

那岐駅

恋山形駅

山郷駅

智頭駅

八頭高前駅

因幡船岡駅

隼駅

安部駅

八東駅

徳丸駅

丹比駅

若桜駅

鳥
取
駅

米里線

鳥取砂丘

東郡家駅

（現状）※主な路線

*定期的・定量的に把握された公共交
通利用データ:
①乗降センサーにより取得
②ｷｬｯｼｭﾚｽ決済手段により取得
などの方法によって把握できるが、現状
いずれも未導入であり、定期的・定量
的データが把握できていない状況。

さんき
楽楽

鹿野

佐治



（昼間のイメージ図）※関係者と協議中の案

※データに基づき実施するため、データ分析の結果、対象路線・区間は変更となる可能性がある

鳥取
空港

広域幹線（路線バス）

中山間地域内交通（オンデマンド交通、定時定路
線のコミュニティバス等）

国府

日赤
病院

イオン
鳥取北

鳥
取
駅

鳥
大
前
駅

青
谷
駅

郡家駅

若桜駅智頭駅

岩
美
駅

鳥取
砂丘

市立
病院

中央
病院

湖
山
駅

環境大学

交通結節点

城北
団地
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広域幹線（昼間のみ減便）※鉄道並行路線

市街地幹線（昼間のみ新規設定）

市街地幹線（くる梨や鳥取市街地中心に運行する路線
バス）

中心市街地（広域幹線＋市街地幹線の密度が高い）

市街地（ 鉄道＋広域幹線＋市街地幹線が連携して運行）

①デジタル技術等を活用した公共交通体系の見直し・利便性向上

（Ⅰ）データに基づく抜本的な圏域全体のバス路線再編 ３／３

路線バス岩美・岩井線:
鉄道と並行していない部
分もあるが、利用者数が
少ない便・区間は、駅で
の乗換等鉄道との役割分
担も模索しつつ、減便対
象とする

路線バス白兎海岸線:
鉄道と並行していない部
分もあるが、利用者数が
少ない便・区間は、駅での
乗換等鉄道との役割分
担も模索しつつ、減便対
象とする

※広域幹線と市街地幹線が両方走る区間は、広域幹線として表示している


